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　大河ドラマ「どうする家康」を契機に得られた徳川家康公や岡崎への関心・愛着の高まりをしっ
かりと将来に繋ぐため、「もっと家康公　“ど”　まんなかプロジェクト」を策定しました。
　岡崎は、265年に及ぶ平和国家の江戸幕府を築いた家康公の生誕の地、そして日本各地で現在の
礎となるまちづくりを行った三河武士たちのふるさとであり、世界に誇る平和の歴史の原点です。
今を生きる私たちが岡崎の連綿と続く歴史の厚みに誇りを持ち、いっそう魅力的な都市として次の
世代に希望ある未来を引き継いでいくことを目指し、大河ドラマ終了後も引き続き家康公を施策の
どまんなかに置き、日本のどまんなか　“岡崎”　で家康公の功績や生き方に想いを寄せたまちづくり
を行っていきます。
　プロジェクトでは、家康公を将来にわたって顕彰し、家康公の功績を尊び、未来へ繋いでいく
（仮称）徳川家康公顕彰条例の制定を目指し、さらに家康公と築山殿を主人公にした岡崎オリジナル
の歌舞伎など40の事業を実施していきます。家康公の力に後押しをいただいて、岡崎らしさを進
化させ、未来に引き継いでいけるように取り組んでまいります。

もっと家康公“ど”まんなかプロジェクト

▲受賞したいちご

自信作の「紅ほっぺ」が県内No.１に輝く！

「愛知県いちご品評会」で最高順位「農林水産大臣賞」を
2年連続受賞（通算3度目）

◆すずき　えいじ さん

　岡崎市は県内有数のいちごの産地であることをご存じ
でしょうか。その歴史は昭和前半にさかのぼり、販売高
は10億円を超えています。
　鈴木さんは、1月23日に開催された愛知県いちご品評
会で、173点の力作が勢揃いするなか、最高順位となる
農林水産大臣賞を受賞。昨年度に引き続き2年連続、通
算3度目の受賞という快挙を成し遂げました。「一生に
一度取れるかどうかの賞。ずっと狙っていたので最初に
受賞したときはやっと取れた、という気持ち。まさか3

度も受賞できるとは自分でも驚きです」と受賞の喜びを
語る鈴木さん。3度目となった今年は受賞した瞬間、岡
崎市のいちご農家さんたちの顔が思い浮かんだそう。
「おいしいいちごを届けたい一心で共に頑張っている仲
間たちへの想いが込み上げてきた。この賞は岡崎が取っ
た賞です」。
　品評会の審査項目は、外観、重量、糖度、食味です。

最後は味が決め手ですが、１パックに入った８粒のいち
ごの大きさ、形、色が均一に整っていなければ味の審査
まで進むことができないため、外観もかなり重要です。
「妥協せず、最後まで責任が持てるいちごを育てる」を
信念に真

しん

摯
し

にいちごを作り続けてきた鈴木さん。「見た
目、味、全ての点において、バランスがとれたいちごで
なければ賞は取れません。自信作の紅ほっぺの質の高さ
を認めてもらえたことは最高の誇り」と、評価された喜
びがあふれます。
　岡崎市には研修や農地貸付などを通じて新規就農者を
バックアップする「いちご塾」があります。「農業は人
がいてこその仕事」だと話す鈴木さんの今後の目標は、
次世代の担い手をしっかりと育てて現在の生産力を保っ
ていくこと。鈴木さんの受賞は次世代に希望を与え目標
となり、岡崎産いちごはさらに盛り上がっていくことで
しょう。

鈴木　栄滋　さん

※

※ＪＡあいち三河管内（岡崎市・幸田町）
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高校生まちづくりプロジェクト
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高校生まちづくりプロジェクト
国道1号デザイン・
東岡崎駅エリアビジョン会議

岩津天満宮
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Sucre
「瓦そば」と「珈琲」とシガ食堂

よ　こうでん

びょうきへい　ゆ　　　やくなんしょうじょ

大河ドラマ「どうする家康」をきっかけ
に発足した、市内7大学の学生による
岡崎の魅力発信チームです。

市内在住・在学の高校生による
地域や人と人とのつながりを作る
プロジェクトです。

Sucré ゆかりの地巡り隊 どうするご飯YKRB隊

高校生まちづくりプロジェクト
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魅力発信コーナー
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